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年 月号

まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
人 口 人
男 人
女 人
世帯数 世帯

今月の表紙 【無病息災】
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獅子や天狗は、小さな子どもには怖が
られていますが、今年の中野八幡神社秋
季大祭では、子どもたちに大人気。
勇壮とは、程遠く、ひょうきんな獅子
舞でした。
それでも子どもの成長を願う気持ちは
他の獅子舞に負けません。

残
暑
に
負
け
ず
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

月

日

、広
島
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

て
第

回
広
島
県
民
大
会
地
区
予
選
及
び
、第

回
大
崎
上
島
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
、参
加
者
は
、男
性

名
、女
性

名
の

系

名
参
加
で
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
者
も
増
え
て
賑
わ
い
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

大
会
の
総
合
優
勝
は
行
本
博
信
さ
ん
（
ス

コ
ア

）、
女
性
優
勝
は
、
新
田
優
さ
ん
（
ス

コ
ア

）、

位
、
山
口
和
之
さ
ん
、
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
が
、
宮
本
正
さ
ん
の

、
最
高
齢

出
場
者
は
、
山
本
守
男
さ
ん

歳
で
、
今
回

が

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
と
前
大
会
の
上
位

名
と
、

過
去
の
代
表
選
手

名
が

月

日

、
瀬

戸
内
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
に
て
開
催
さ
れ
た
県

民
体
育
大
会
最
終
予
選
会
に
出
場
し
、

月

日

加
茂
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
れ

る
第

回
広
島
県
民
体
育
大
会
ゴ
ル
フ
競
技

一
般
の
部
に
出
場
い
た
し
ま
す
。

肢
体
不
自
由
児
・
者
の
福
祉
向
上
に
貢
献

月

日

、
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る

東
京
會
館
に
て
、
全
国
肢
体
不
自
由
児
・
者

父
母
の
会
連
合
会
全

周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
て
、
永
年
に
わ

た
り
肢
体
不
自
由
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

貢
献
さ
れ
た
、
池
田
喜
代
子
さ
ん
が
、
広
島

県
代
表
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
足
音

月

日

、
大
串
地
区
で
は
稲
刈
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
島
に
も
昔
は
稲
田
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
大
串
地
区
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
田

が
残
っ
て
お
り
、
金
色
の
海
が
広
が
る
光
景

が
見
ら
れ
ま
す
。

稲
刈
り
と
言
え
ば
、
秋
の
農
作
業
の
代
表

的
な
行
事
で
し
た
が
、
近
年
で
は
台
風
被
害

等
か
ら
避
け
る
た

め
に
、
残
暑
の
残

る
こ
の
時
期
に
始

め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
、
稲
刈
り
が

始
ま
る
と
恵
み
の

秋
の
到
来
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

（写真右から 人目が池田さん）



健
康
あ
れ
こ
れ
相
談
会

月

日

月

日

、
町
内
各
所

を
巡
回
し
、
健
康
あ
れ
こ
れ
相
談
会
が
行
わ

れ

名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

血
圧
測
定
や
尿
検
査
、
体
脂
肪
測
定
・
血

管
年
齢
測
定
・
呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度
測

定
の
他
・
保
健
師
に
よ
る
健
診
結
果
の
説
明

や
健
康
相
談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
・

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
相
談
と
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
介
護
予
防
相
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
相
談
会
と
い
う
と
、
何
か
相
談
事
が

な
い
と
行
っ
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
簡
単
な
健

康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ド
ン
ど
こ
ド
ン
、リ
ズ
ム
を
奏
で
て

月

日

、
木
江
公
民
館
に
て
、
大
崎

上
島
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
の
ド
ラ

ム
サ
ー
ク
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
者
が
輪
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
打
楽
器
を
使
っ
て
各
々
が

思
い
思
い
の
リ
ズ
ム
を
と
り
、
そ
れ
を
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
創
り
上
げ
て
楽
し
む
も
の
で
、

講
師
の
上
野
友
敬
さ
ん
は
、
楽
器
店
の
ド
ラ

ム
講
師
も
さ
れ
て
い
る
方
で
、
ア
フ
リ
カ
を

旅
し
現
地
の
方
々
と
太
鼓
を
使
い
リ
ズ
ム
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
体
験
さ
れ
た
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
、
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル

の
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
も
、
参
加
者
が
奏
で
る
リ
ズ
ム
が
会

場
に
響
き
わ
た
り
、

時
間
と
い
う
時
間
で

し
た
が
、
楽
し
く
リ
ズ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

浮
桟
橋
、
被
災
地
へ

月

日

、
木
江
港
で
使
わ
れ
て
い
た

呉
海
上
保
安
部
の
浮
桟
橋
が
、
宮
城
県
石
巻

市
の
石
巻
港
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

石
巻
港
に
あ
っ
た
浮
桟
橋
は
、
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
す
べ
て
水
没
、
巡
視
艇
の
活

動
に
支
障
が
出
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
移
管

が
決
ま
り
ま
し
た
。

当
日
、
高
田
幸
典
町
長
か
ら
、
亀
山
紘
石

巻
市
市
長
に
宛
て
た
復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
呉
海
上
保
安
部
に
託
し
ま
し
た
。

住
民
に
慣
れ
親
し
ま
れ
た
こ
の
浮
桟
橋
が
、

石
巻
港
で
未
だ
に
続
く
行
方
不
明
者
の
捜
索

や
、
復
興
へ
向
け
て
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

大
切
な
人
の
た
め
に

月

日

、大
崎
産
業
会
館
で
、ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
研
修
会
が
行
わ
れ
約

名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。（
主
催

広
島
県
西
部
東
保

健
所
及
び
広
島
中
央
地
域
保
健
対
策
協
議
会
）

近
年
、
日
本
で
は
自
殺
に
よ
る
死
亡
が
年

間

万
人
を
超
え
て
い
る
の
が
実
情
で
、
広

島
県
で
も

人
前
後
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
事
を
受
け
て
、

年
に
は
自

殺
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
自
殺
予
防
に

国
を
挙
げ
て
対
応
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、広
島
大
学
保
腱
管
理
セ

ン
タ
ー
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
部
・
内
野

悌
司

准
教
授
を
招
き
、自
殺
に
お
け
る
現
状
と
対
策

に
対
す
る
取
り
組
み
、自
殺
予
防
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
お
け
る
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

大
崎
上
島
町
で
は
、
月
に

回
、
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
あ
れ
こ
れ
相
談
会

の
よ
う
に
大
が
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

血
圧
測
定
と
尿
検
査
を
保
健
師
が
実
施
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
地
域
の
様
々
な

分
野
に
お
け
る
相
談
支
援
活
動
に
お
い
て
、

自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
見
守
り
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
す
る
専
門
機
関
へ
の
橋
渡
し

と
し
て
活
動
す
る
方
々
で
す
。



敬
老
会
開
催

月

日

、
町
内

会
場
に
て
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
木
江
会
場
の
式
典
で

は
、
高
田
町
長
が

皆
様
が
今
後
も
安
心
し

て
希
望
に
満
ち
た
日
々
を
送
っ
て
い
け
る
よ

う
、
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
と

式
辞
を
述
べ
、
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
地
元
の
幼
稚
園
児
た
ち
が

お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い

な
ど
と
呼
び
掛
け
、

踊
り
な
ど
を
披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

月
末
現
在
、
大
崎
上
島
町
の
人
口
は

人
。
敬
老
会
対
象
者
（

歳
以
上
）

は
、

人
で
し
た
。

町
内
最
高
齢
者
は
、北

ジ
ュ
ン
さ
ん（
美

浜
荘
）
の

歳
、
県
内

位
の
ご
長
寿

で
す
。
町
内

位
の
中
川
善
雄
さ
ん
（
天
満

区
）
は

歳
で
、
県
内
男
性
最
高
齢
で

す
。

大崎会場

木江会場 東野会場

歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
度
中
に

名
の
方
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状

と
銀
杯
を
、
高
田
町
長
が
伝
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
知
恵
と
経
験
を
活
か
し
、
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

高橋 コマヨさん（元町区） 金保 花子さん（下組区） 岡田 センさん（鮴崎区）

福本 冨子さん（古江区） 濱田 タケノさん（大崎荘） 西田 松九さん（三里浜区）



秋
色
に
染
ま
り
始
め
る
、大
崎
上
島

月
に
入
り
、
各
地
区
で
特
色
の
あ
る
祭

り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

東野古社八幡神社秋季大祭（ 月 日）

中野八幡神社秋季大祭（ 月 日・ 日）

伝統文化である祭りを、これからも後世に
引き継いで行きたいものです。

明石御串山八幡神社秋祭り（ 月 日）

愛
情
点
検
で
快
適
な
冬
を
！

長
年
ご
使
用
の
暖
房
器
具
で
経
年
劣
化
が
原
因
の
火
災
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
日
頃
か
ら
製
品
と
そ
の

周
辺
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・発煙・発火、こげの原因になる恐れがあり、このままご使用いただくのは、大変危険です。
・電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いて、販売店またはメーカーのお問い合わせ先にご相談ください。
ただし機種によっては、修理ができない場合もありますのでご了承下さい。



一
方
で
、
町
内
の
バ
ス
利
用
者
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
減
少
が
続
け
ば
、
運
営
は
厳
し

く
な
り
、
減
便
等
ま
す
ま
す
不
便
に
な
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ス

利
用
に
関
す
る
情
報
が
十
分
に
ゆ
き
わ
た
れ

ば
、
も
っ
と
使
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携

協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）

で
は
、
バ
ス

の
利
用
促
進
に
関
す
る
各
種
事
業
に
、
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

は
、
学
生
が
便
利
で
分
か
り
や
す
い
時
刻
表

を
作
成
す
る
（
昨
年
度
）
な
ど
、
お
と
姫
バ

ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る
研
究
に
、
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
は
便
利
。
だ
け
ど
…

本
町
の
町
民
の
多
く
は
、
通
勤
・
通
院
・

買
い
物
な
ど
、
普
段
の
移
動
に
ク
ル
マ
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
は
便
利
で
す
。

町
で
は
男
女
と
も
に
自
動
車
運
転
免
許
の
保

有
率
も
高
く
、
島
の
暮
ら
し
で
は
マ
イ
カ
ー

が
不
可
欠
な
現
状
も
あ
り
ま
す
。

と
は
言
え
、

割
以
上
の
皆
さ
ん
が
、
将

来
の
交
通
手
段
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

年
を
と
る
と
運
転
が
困
難
に
な
り
ま
す
が
、

マ
イ
カ
ー
に
頼
れ
な
く
て
も
、
い
き
い
き
と

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
今
後
、
公

共
交
通
（
バ
ス
）
の
必
要
性
は
さ
ら
に
高
ま

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

に
頼
れ
な
い
地
域
の
生
活
を
守
る
交
通
手
段

と
し
て
平
成

年
か
ら
運
行
し
、
い
わ
ば
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
バ
ス
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
で

町
内
の
バ
ス
路
線

大
崎
上
島
町
内
に
は
、
路
線
バ
ス
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
お
と
姫
バ
ス
）
が
走
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち

路
線
バ
ス

は
、
右
回
り
・

左
回
り
の
覚
え
や
す
い
ル
ー
ト
が
特
徴
で
、

買
物
・
通
院
等
の
生
活
移
動
は
も
ち
ろ
ん
、

朝
夕
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
役
割
を
担
い
、

中
学
校
生
徒
の
通
学
も
支
え
て
い
ま
す
。

お
と
姫
バ
ス

は
、
路
線
バ
ス
や
ク
ル
マ

島内のバスルート（平日） 土日祝はルートが異なります

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会

町
内
の
公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
を

図
る
た
め
、
昨
年

月
に
設
立
。
公
共
交

通
の
問
題
を
、
住
民
、
公
共
交
通
運
行
事

業
者
、
学
識
経
験
者
、
行
政
等
が
広
く
連

携
し
て
解
決
策
を
検
討
す
る
組
織
で
す
。

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
基
づ
き
、
今
年

月
、
今
後
の
公
共
交
通
の
あ
り
か
た
の
指

針
と
な
る

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。（
広
報
大

崎
上
島

月
号
に
概
要
を
掲
載
）

利用者数の推移

将来の交通に対する不安

路
線
バ
ス

・
島
内
の
沿
岸
部
を
周
回
す
る
ル
ー
ト
を

運
行
し
ま
す
。日
曜
日
祝
日
は
運
休
。

お
と
姫
バ
ス

・
路
線
バ
ス
が
走
行
し
な
い
集
落
等
を
回
る

ル
ー
ト
を
運
行
し
ま
す
。毎
日
運
行（
平
日
と

土
日
祝
で
運
行
ル
ー
ト
が
異
な
り
ま
す
）。

路
線
バ
ス

・
島
内
の
沿
岸
部
を
周
回
す
る
ル
ー
ト
を

運
行
し
ま
す
。日
曜
日
祝
日
は
運
休
。

お
と
姫
バ
ス

・
路
線
バ
ス
が
走
行
し
な
い
集
落
等
を
回
る

ル
ー
ト
を
運
行
し
ま
す
。毎
日
運
行（
平
日
と

土
日
祝
で
運
行
ル
ー
ト
が
異
な
り
ま
す
）。



地
球
温
暖
化
は
、
現
在
も
進
行
し
続
け
て

い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
を
意
識
し
て
、
バ
ス
利
用
を
見

直
す
こ
と
も
温
暖
化
対
策
の
一
助
と
な
り
ま

す
。皆

さ
ん
が
主
役
で
す

今
回
の
バ
ス
に
関
す
る
取
組
み
も

連
携

計
画

に
基
づ
く
も
の
で
す
。
協
議
会
で
は
、

こ
の
ほ
か
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
ニ
ー
ズ
の

聞
き
取
り
や
、
海
上
・
陸
上
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
検
討
を
行
う
な

ど
、
今
後
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
事
業
者
や
行
政
の
努
力
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
公
共
交
通
の
利
用
が
大

き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
崎
上
島
町
公
共
交
通
連
携
協
議
会

（
事
務
局

大
崎
上
島
町
企
画
課
）

（

）

（

）

＠

バ
ス
っ
て
エ
コ
？

一
度
に
多
く
の
人
数
を
運
ぶ
バ
ス
は
、
ク

ル
マ
に
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
（

）
の

排
出
量
が
少
な
く
、
鉄
道
な
ど
と
同
じ
く
、

地
球
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ

な
乗
り
物

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、

お
と
姫
バ
ス
実
験
運
行

は
、
竹
原
行
フ
ェ
リ
ー
と
連
絡
、

月

日

か
ら
運
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。

明
石

木
江

外
表
方
面
の
方
が
、
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
て
竹
原
へ
渡
る
場
合
を
想
定

し
た
時
刻
と
ル
ー
ト
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

減
便
と
な
っ
た
高
速
船
を
補
う
効
果
の
有
無

に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
も
っ
と
バ
ス
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
取
組
み
や
、
利
用
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す

る
予
定
で
す
。
昨
年
度
、
高
齢
者
の
サ
ロ
ン

等
で
実
施
し
た
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
、

運
行
内
容
を
知
ら
な
い
、
利
用
方
法
が

分
か
ら
な
い

と
い
う
ご
意
見
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

バ
ス
利
用
促
進
の
取
組
み

今
年
度
、
次
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

土
日
祝
の
み
に
運
行
す
る
明
石

太
田

外
表
ル
ー
ト
を
、
期
間
限

定
で
平
日
に
運
行
す
る
社
会
実
験

を
実
施
し
、
利
用
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
ま
す
。

広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
岡
山
教

授
と
連
携
し
て
、

活
用
の
情

報
提
供
ツ
ー
ル

し
ま
ナ
ビ

の

充
実
を
図
り
ま
す
。

竹
原

大
崎
上
島
間
の
フ
ェ
リ
ー

と
の
乗
り
継
ぎ
情
報
等
を
記
載
し

た
時
刻
表
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
、
既

存
バ
ス
停
に
掲
示
し
て
い
る
時
刻

表
の
改
善
な
ど
、
利
用
者
に
や
さ

し
い
情
報
提
供
を
め
ざ
し
ま
す
。

広
報
紙
に
バ
ス
に
関
す
る
情
報
を

連
載
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
等

と
連
携
し
て
、
バ
ス
の
乗
り
方
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

便
利
な
バ
ス
の
時
間
を
調
べ
る
な

ど
、
バ
ス
の
利
用
を
手
伝
う
こ
と

が
で
き
る
方
の
認
定
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

事
業
の
一
部
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
バ
ス

協
会
に
よ
る

低
炭
素
自
動
車
交
通
推
進
事

業
（
バ
ス
分
野
）
を
活
用
し
て
い
ま
す

土
日
祝
の
み
に
運
行
す
る
明
石

太
田

外
表
ル
ー
ト
を
、
期
間
限

定
で
平
日
に
運
行
す
る
社
会
実
験

を
実
施
し
、
利
用
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
ま
す
。

広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
岡
山
教

授
と
連
携
し
て
、

活
用
の
情

報
提
供
ツ
ー
ル

し
ま
ナ
ビ

の

充
実
を
図
り
ま
す
。

竹
原

大
崎
上
島
間
の
フ
ェ
リ
ー

と
の
乗
り
継
ぎ
情
報
等
を
記
載
し

た
時
刻
表
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
、
既

存
バ
ス
停
に
掲
示
し
て
い
る
時
刻

表
の
改
善
な
ど
、
利
用
者
に
や
さ

し
い
情
報
提
供
を
め
ざ
し
ま
す
。

広
報
紙
に
バ
ス
に
関
す
る
情
報
を

連
載
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
等

と
連
携
し
て
、
バ
ス
の
乗
り
方
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

便
利
な
バ
ス
の
時
間
を
調
べ
る
な

ど
、
バ
ス
の
利
用
を
手
伝
う
こ
と

が
で
き
る
方
の
認
定
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

お
と
姫
バ
ス
実
験
運
行

利
用
者
に
や
さ
し
い
情
報
提
供

バ
ス
へ
の
関
心
を
高
め
る

交通手段別の輸送
当たり 排出量
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現在、広島商船高専では大崎上島に住んでいる方々の
“出かける”といった行動をサポートするためのシステ
ム“しまナビ”の開発を行っています。フェリー乗り場
に置かれている タッチパネル端末 やおと姫バスなど
に置かれている 電子掲示板 を見て、何だ、これは？
と思われた方も少なくないと思いますが、これらは、“し
まナビ”で使われる表示装置です。
“しまナビ”ではこれらの表示装置を使って、おと姫
バスの現在位置や次のバス停がどこなのかといった、お
と姫バスの様々な情報を表示することでおと姫バスを利
用しやすくし、他に島内のイベント情報や役場からのお
知らせなど 生活関連情報 についてもご覧いただける
ように目指しています。表示する 生活関連情報 は、
ヒアリング等を通じて島民の方が見て楽しく、生活にも
役立つ情報を考えていきたいと思っています。また、将
来は島民の皆さんが携帯電話やインターネット等を通じ
て自由に情報を表示できるようにし、さらに現在はおと
姫バスを中心ですが、要望があればフェリー等の交通機
関にも対応していきたいとも考えております。今後、実
証実験を行うなど島民の皆さんのご協力が必要になると
思いますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
なお、本システムの開発は総務省が推進する 戦略的

情報通信研究開発推進制度 における 地域 振興
型研究開発 に採択されたものです。

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

開館時間

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

無名騎手 蓮見 恭子

五十鈴川の鴨 竹西 寛子

青い羊の丘 竹下 文子

寄りそ医─支え合う住民と医師の物語─ 中村 伸一

ニキの屈辱 山崎ナオコーラ

密売人 佐々木 譲

ともしび 被災者から見た被災地の記録 シュープレス

昼寝の神様 松尾 佑一

休休

広島県教育委員会による高校 ・ 年生を対象とした科
学セミナー（開催地 広島大学ほか）に参加しました。化学
分野は 月 日 日 に、地学分野は 月 日 ・
日 に実施されました。
化学分野では化学反応を生み出すリズムやパターンに
ついて実験を行いました。
地学分野では日本列島の進
化や環境問題について学び
ました。また、セミナーの
前には天然記念物 イシカ
ワガエル や、肋骨をもつ
珍しい両生類 イボイモリ
の観察もできました。

広島県科学セミナーに参加

ひまわり会
絵本のよみかたり

絵本
だんまりこおろぎ
紙芝居
わくわく
スイートポテト

木江十七夜祭・大崎サマーフェスティバル・大崎荘祭
りなど、夏休みを中心に多
くのイベントに参加しまし
た。上島ソーラン会と合同
の出場や、地域のボラン
ティアの方との演舞など交
流を深めました。
今後も地域内外の行事や、
ボランティア活動に参加す
る予定です。

ソーラン部活動報告

お出かけ案内システム“しまナビ”の紹介します
教員 岡山正人、岡村修司、田中康仁、岩切裕哉

商船祭のお知らせ
月 日 ・ 日 の 日間、商船祭を開催します。

地域の皆様に本校の学生の姿、活動を知っていただくと
共に、楽しんでいただくため、たくさんのイベントを用
意してお待ちしていますのでぜひご来校ください。
なお、 日 にはオープンスクールも開催します。

月 日 、本校で防災教室を行いました。 の
映像では地震・雷・台風など自然災害がもたらす被害の
大きさについて学び、非常時における対策や緊急時の行
動についても理解を深
めました。
月 日の東日本大

震災での被災状況と復
興の現状も知り、被災
された方々に心をよせ
ました。

防災教室

化学分野では、本格的な計測
器具も使いました。

大崎サマーフェスティバルで
の演舞。

伝伝承承遊遊びび ななべべななべべそそここぬぬけけ

ボボーールルおおくくりり カカレレーーごごっっここ

子子どどもも・・保保護護者者・・職職員員でで
点点数数、、会会社社ごごととにに仕仕分分けけししてていいまますす！！



今月は木江幼稚園今月は木江幼稚園

平
成

年
度
【
第

回
】

月

日

議
題

日
程
第

報
告

第

回
中
国
地
区
市
町
村

教
育
委
員
会
連
合
会
研
修

大
会
に
つ
い
て

日
程
第

報
告

平
成

年
度
中
国
五
県
町

村
教
育
長
研
究
大
会
（
山

口
大
会
）
に
つ
い
て

日
程
第

議
案
第

号

平
成

年
度
使
用
中
学
校

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ

い
て
原
案
ど
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

日
程
第

議
案
第

号

平
成

年
度
使
用
特
別
支

援
学
級
用
図
書
の
採
択
に

つ
い
て
原
案
ど
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

日
程
第

議
案
第

号

平
成

年
度
大
崎
上
島
町

議
会

月
定
例
会
に
提
案

す
る
教
育
委
員
会
関
係
補

正
予
算
案
に
つ
い
て
原
案

ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
他学

期
の
会
議
日
程
、

学
校
訪
問
、
学
校
行
事

予
定
に
つ
い
て

懸
案
事
項
に
つ
い
て

木江幼稚園では 豊かな心を持ち、生き生きと活動する子どもを育てる ことを教育目標に掲げ、
日々取り組んでいます。今回は研究主題である 遊びを広げる子どもをめざして の取り組みと

活動についてご紹介したいと思います。

遊びを広げる子どもをめざして
年前から 遊びを広げる子どもをめざして を研究主題とし、主体的に活動できる環境の工夫を行い友達と学び

あいながら主体的に楽しく遊ぶ力を育んできました。今年度は人間関係力を育むためのスキル遊びを通し共同して遊
ぶ力を育んでいけるように取り組みをすすめています。

どうやったら、早く後ろに渡せるか
な？ 異年齢児
歳児がリーダーとなり、自分の意見

を言うだけでなく、 歳・ 歳児の意見
も聞きながら話し合いができるように
なっています。

ねぇ！みんなであそぼう
よして！ぼくもやりたい！ 異年齢児
友達を遊びに誘ったり、自分から遊びの仲

間に入り、楽しさを共有することができます。

ぼくはこのカードにする！
歳児
遊びのルールを理解し、
ルールを守って遊ぶことがで
きます。

ふれあい遊びを通して主体性を育む姿
伝承遊び なべなべそこぬけ伝承遊び なべなべそこぬけ

スキル遊びを通し共同して遊ぶ姿

ボールおくりボールおくり

主体性を育む姿

カレーごっこカレーごっこ

この箱見かけたことはありませんか？
木江幼稚園では、 活動の一環として、日常生活用品についているベルマークを集

めています。 年前から地域の方にもご協力頂き、子ども達と一緒に回収に回っています。
ベルマークを集めることで、ブロックやデジカメなどの物品を購入することができます。
この箱を見かけたら、御協力宜しくお願い致します。

子ども・保護者・職員で子ども・保護者・職員で
点数、会社ごとに仕分けしています！点数、会社ごとに仕分けしています！ ありがとうございます。またおねがいします！

ベルマークの箱設置場所

いつもたくさんの御協力
有難うございます。

・大崎荘様
・美浜荘様
・明石郵便局様
・木江郵便局様
・大崎郵便局様
・ 沖浦支所様
・ 木江支所様
・アリッサム様

・旬彩遊膳久万田様
・大崎上島町役
場木江支所様
・大崎上島町役
場本庁様
・木江小学校様
・大崎上島中学
校様



今は 月ですが、前回の記事を書いてから多くのこと
がありました。 月に、西条の日本語研修に参加しまし
た。 日間、私は、他のいくつかの の日本語を勉
強しました。私のクラスは上級クラスでそこでの経験は
私が日本語の勉強するうえでとても有意義なものでし
た！ 月末には、四国へ旅行しました。この旅行中に、
私は今治、松山と美馬市（徳島県）を訪れました。今治
と松山では、城へ行きました。また、美馬市では、他の
何人かの の友達を訪ねました。それはすばらしい
旅行でした！

月 日から私は学校で仕事を始めました。ちょうど
週間働いたところです。その中で既に つの小学校と

中学校と、 つの英会話クラス（ ）に行きました。
私は、今非常に満足しています！ の参加者と同様に、
学校でのスタッフおよび生徒のみなさんは非常に親切で
す。私はどの場所にも教えに行くのを楽しみにしていま
す。その中で一番好きな場所を選ぶなら、私は見事な眺
めを望める木江小学校と言うでしょう。そこに行ったと
きはいつも瀬戸内海を眺めて、美しい景色に驚いていま
す。

最近はアヤコがこの島にやってきたので、この記事を
書いている間もとても幸せです。彼女はアメリカから火
曜日の午後に日本にやってきました。その夜、私は竹原
まで彼女を迎えに行きました。昨夜、アヤコが夕食を作っ
てくれました。私がどれほど彼女の料理を楽しみにして
いたか実感しました！アヤコが作る料理はすべて非常に
美味しいのです！私は、ようやく彼女が来てくれたので
とてもうれしいです。 月 日は私たちの 周年記念で
した。また、今週末、私たちは、お祝いに広島に行く予
定です。素晴らしい 年間でした。私たちは二人とも大
崎上島での新しい生活を楽しみにしています！

パトリック・マーフィー

大崎上島での生活大崎上島での生活

（写真 と友達と美馬市にて）



あ
な
た
に
は
、
大
好
き
な
ふ
る
里
が
あ
り

ま
す
か
。
私
に
は
、
緑
の
木
々
と
青
い
海
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
大
好
き
な
ふ
る
里
が

あ
り
ま
す
。
私
の
ふ
る
里
は
、
過
去
に
公
害

と
い
う
大
き
な
被
害
を
う
け
た
水
俣
で
す
。

そ
の
水
俣
病
で
患
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で

な
い
人
も
長
い
間
差
別
を
う
け
て
き
ま
し
た
。

父
が
幼
い
頃
、
ま
だ
、
水
俣
病
の
原
因
が

究
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
俣
病
は
う
つ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
列
車
が
水
俣
の
駅
に

つ
く
と
、
窓
を
し
め
、
手
で
口
を
お
お
っ
た

人
も
い
ま
し
た
。
修
学
旅
行
に
行
く
と
、
同

じ
宿
舎
に
な
っ
た
学
校
か
ら
苦
情
を
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
水
俣
出
身
と
い
う

こ
と
で
結
婚
を
断
ら
れ
た
人
や
就
職
試
験
を

う
け
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
ま

し
た
。
水
俣
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
か
く
し

て
、
隠
れ
る
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
て
い

た
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
水
俣
に
住

む
人
で
さ
え
奇
病
と
呼
び
、
距
離
を
お
き
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が

傷
つ
き
あ
っ
て
き
た
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

立
場
の
人
々
が
せ
ま
い
土
地
に
住
ん
で
い
る

の
で
す
か
ら
、
仕
方
が
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
で
は
原
因
も
究
明
さ
れ
、
海

の
安
全
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
私

私
の
大
好
き
な
ふ
る
里

熊
本
県
・
熊
本
県
立
八
代
中
学
校

一
年

井
上
い
の
う
え

由ゆ

紀き

子こ

た
ち
は
過
去
の
こ
と
を
忘
れ
る
く
ら
い
、
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

私
は
今
、
八
代
の
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま

す
。
私
は
自
分
が
水
俣
出
身
と
い
う
こ
と
を

隠
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
友
だ
ち
も
ま
た
、

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
か
ら
か
っ

た
り
い
じ
め
た
り
す
る
人
は
誰
一
人
い
ま
せ

ん
。し

か
し
、
先
日
、
水
俣
の
中
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
が
練
習
試
合
中
に
、
相
手
チ
ー
ム
の

選
手
か
ら

さ
わ
る
な
、
水
俣
病
が
う
つ
る
。

と
言
わ
れ
た
と
い
う
記
事
が
新
聞
に
の
っ
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
、
こ
う
い
う
風
に
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
か
と
思
う
と
残
念
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。
何
気
な
く
言
っ
た
一
言

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
言

は
、
私
た
ち
水
俣
に
住
む
者
に
と
っ
て
、
非

常
に
悔
し
い
悲
し
い
も
の
で
し
た
。

小
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
水
俣

病
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
原
因
と
な
っ

た
会
社
を
訪
問
し
た
り
、
患
者
の
方
か
ら
当

時
の
話
を
き
い
た
り
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
苦
労
さ
れ
た
り
、
何
も
言
え

ず
に
黙
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を
知
り
、

水
俣
に
住
ん
で
い
な
が
ら
何
も
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
は
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
水
俣

病
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
学
び
正
し
い
知
識

を
得
る
こ
と
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
の
だ

と
気
付
き
ま
し
た
。

中
学
校
の
道
徳
の
時
間
で
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
水
俣

病
同
様
、
正
し
い
知
識
が
な
か
っ
た
た
め
に

お
き
た
、
悲
し
く
悔
し
い
悲
劇
で
し
た
。

私
た
ち
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
に

で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
そ
の
人
、
そ
の
出

来
事
に
つ
い
て
し
っ
か
り
知
る
こ
と
、
知
ろ

う
と
努
力
す
る
こ
と
、
正
し
い
知
識
を
深
め

る
た
め
に
学
習
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
水
俣
病
や
ハ
ン
セ

ン
病
の
よ
う
に
、
む
や
み
に
人
と
人
と
が
傷

つ
け
あ
っ
た
り
、
憎
し
み
あ
っ
た
り
す
る
こ

と
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
テ
レ
ビ
で
水
俣
の
ダ
イ
バ
ー
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
本
当
は
ほ
こ

り
た
い
水
俣
を
心
の
中
に
じ
っ
と
し
ま
い
こ

み
、
誰
に
も
言
え
ず
、
何
年
も
の
間
、
生
き

て
き
た
人
で
し
た
。
し
か
し
、
水
俣
の
地
に

も
ど
り
、
自
分
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
美
し

い
ふ
る
里
を
紹
介
し
た
い
と
海
に
も
ぐ
り
、

写
真
を
と
り
続
け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

心
に
差
別
と
い
う
、
深
い
傷
を
負
い
な
が
ら
、

水
俣
の
再
生
を
皆
に
知
ら
せ
た
い
と
頑
張
る

人
が
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

今
、
水
俣
は
ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
な
ど
市
民
全
員
で
環
境
に
や
さ
し
い
町

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
私
は
、
差
別

や
偏
見
か
ら
立
ち
な
お
り
、
再
生
し
よ
う
と

環
境
問
題
に
一
生
懸
命
と
り
く
ん
で
い
る
ふ

る
里
、
水
俣
を
ほ
こ
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

水
俣
で
は
運
動
会
等
、多
く
の
行
事
で
水

俣
ハ
イ
ヤ
節

と
い
う
も
の
が
踊
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
俣
病
の
患
者
の
方
が
水
俣
の
青

い
海
と
豊
漁
を
願
っ
て
振
り
つ
け
を
さ
れ
た

踊
り
だ
そ
う
で
す
。
私
た
ち
と
同
じ
思
い
を

す
る
人
が
二
度
と
で
な
い
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
、
私
た
ち
は
毎
年
皆
で
こ
の
踊
り
を
踊
り

ま
す
。

水
俣
の
悲
し
い
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
あ
や
ま
ち
を
二
度
と

く
り
か
え
さ
な
い
た
め
に
、
こ
の
美
し
い
自

然
を
守
り
、
真
実
を
語
り
継
い
で
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会

に
な
る
よ
う
、
自
分
か
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

財
団
法
人

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ユ
よ
り

暮
ら
し
の
相
談
所
開
設
し
ま
す

次
の
よ
う
な
相
談
に
、
各
専
門
家
等
が

対
応
し
ま
す
。

・
最
近
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
感
情
が

不
安
定
で
よ
く
寝
ら
れ
な
い
。

・
酒
量
が
増
え
、
仕
事
を
休
み
が
ち
に

な
っ
た
。

・
子
ど
も
（
家
族
）
が
、
交
際
が
減
り

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
。

・
失
業
し
て
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
、

困
っ
て
い
る
。

等
々

ひ
と
り
で
悩
み
を
か
か
え
込
ま
ず
、
ま

ず
、
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

月

日
時

分

時

分

場

所

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
・
就
労
・
経
済
・
家
庭
・
生
活
相

談
等
々
の
相
談
に
専
門
員
が
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課

暮
ら
し
の
相
談
所
開
設
し
ま
す

問



らんどは大崎上島町の委託障害者相談支援事業です。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。

広島県版ピアサロン交流会を開催します。
ピア（ ）とは、 仲間・対等 という意味です。

人と話すことで、また聞き合うことで、抱えている不安
や疑問を軽くするきっかけとなります。障がいの種別や
年齢に関係なく、障がいのある仲間同士が気軽に参加し、
話し、質問し、支えあい、お互いの障がいの理解や情報
交換をしながら、楽しみながら、交流を深めていく集ま
り、それがピアサロンです。
広島県全域版のピアサロン交流会、 回目の今年は、

府中市で行います。手作り楽器での演奏やゲームを通し
て交流します。昼食は府中焼きの屋台がやってきます。
おいしい食事を食べながら、広島県の各地に友人を作り
ませんか？不安な思いを抱えている人、仲間を作りたい
人大歓迎です。
日 時 月 日（木・祝）
場 所 リ・フレ（府中市保健福祉総合センター）
参 加 費 円
申込方法 月 日 までに、 らんどに連絡してく

ださい。電話・ ・ なんでも可

第 回サポートファイル書き方勉強会開催します
サポートファイルって何？ 持っているけど、書

いてない‥ 一人で書くのは難しい‥ という方、一
緒にサポートファイルを書いてみませんか。
日 時 月 日
場 所 ふれあい工房（大串 ）

相 談 先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど（担当 西田・底押）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

救急医療体制は、 軽症に対応する 初期救急 、
より重症な 二次救急 、 高度な救命医療を行う 三
次救急 の 段階で対応するよう考えられています。

大崎上島町を含む広島中央二次医療圏救急医療体制

救急医療について
県立安芸津病院 事務長 杉原 正夫

平日の当番日 安芸津 月・木、安 田 火・土
馬 場 水・金

日・休日は 病院で交替

の初期救急は医師会の先生方が実施されている在宅
当番医で、日曜日や祝日等の朝刊の きょうの当番医
に掲載されており、日中の救急に対応されています。
の二次救急は病院が基本となり、竹原・安芸津・大

崎上島地域では当院と安田病院、馬場病院の 病院で当
番日を決め、その日の当番病院が受け入れ体制を執る、
これが 病院群輪番制病院 です。救急は狭い区域で考
えると、年間 日は体制が組めません。そこで少し広
域のエリアを設定し、病院がグループを作って交替で対
応しようという考え方で、この地域だけでなく、他地域
も同じようにやっています。
また、診療科によっては 病院では受け入れが困難で、

より規模の大きな近隣の拠点病院に搬送いただくことも
あります。二次救急は当番制で成り立っていること、受
け入れ可能な病院に搬送するという点についてご理解を
お願いしたいと思います。

市 町
初期救急 二次救急 三次救急

休日
診療所

在宅当
番医制

病院群輪番制
病院

救命救急

東
広
島
市

福 富
豊 栄
河 内

東広島
市休日
診療所

賀茂郡
東部医
師会

東広島医療
西条中央病院
本永病院
井野口病院

（隣接医療圏
にある救命救
急 ）

県立広島病院
広島市民病院
呉医療セン
ター
広島大学病院

西 条
八本松
志 和
高 屋
黒 瀬

東広島
地区医
師会

安芸津
竹原地
区医師
会 安田病院

馬場病院
安芸津病院

竹 原 市
竹原市
休日診
療所

大崎上島町
豊田郡
医師会

市 町
初期救急 二次救急 三次救急

休日
診療所

在宅当
番医制

病院群輪番制
病院

救命救急



“がん”はどこからやってくる？

エネルギー 、たんぱく質 、脂質 、カルシウム 、塩分

材 料 分量（ 人分）

生鮭の切り身 枚
小麦粉 小さじ
玉ねぎ 中
パプリカ 個
ゴマ油 小さじ
淡口しょうゆ 小さじ
みりん 小さじ

すだちの搾り汁（レモン、ゆず等） 少々

塩 小さじ

ピーマン 個
しめじ パック
スライスチーズ 枚
酢 小さじ
出し汁 小さじ

秋、海の幸に山の幸、どれをとってもおいしい季節で
す。今回は、この時期に脂がのって、おいしいといわれ
る秋鮭にひと手間か
けた料理です。
鮭はビタミンが豊
富な魚です。特にビ
タミン が多く、カ
ルシウムの吸収を高
める働きがあります。

作り方

生鮭は塩をふって、小麦粉をまぶす。
玉ねぎ、ピーマン、パプリカはせん切りにしておく。
を混ぜ合わせ、漬け汁を作る。

ゴマ油の半量で の野菜としめじをさっと炒め、
の漬け汁に漬ける。
残りのゴマ油で の鮭を焼く。焼けたらスライス
チーズをのせる。
チーズが溶けたら器に盛り、 の野菜を漬け汁ごと
かける。
すだちを絞ってかけてもよい。

カルシウム源のチーズと
ビタミン 源の鮭を組み合わせ吸収力アップ

焼き鮭の南蛮風味焼き鮭の南蛮風味

…お知らせ

広島県では、食育の推進に関する普及啓発を図る
ため、毎年 月 日をひろしま食育の日と定めてい
ます。 月 日 には、第 回大崎上島町健康福祉
まつりが開催され、食生活改善推進員協議会による
地産地消をテーマとした軽食バザーや試食品を用意
し、広く食の大切さをアピールします。

…お知らせ

広島県では、食育の推進に関する普及啓発を図る
ため、毎年 月 日をひろしま食育の日と定めてい
ます。 月 日 には、第 回大崎上島町健康福祉
まつりが開催され、食生活改善推進員協議会による
地産地消をテーマとした軽食バザーや試食品を用意
し、広く食の大切さをアピールします。

大崎上島町の死亡原因第 位は、がんです。
中でも、一番多いのが 気管・気管支及び肺がん 、

第 位が 大腸がん です。

そのガンですが、どこからやってくるのでしょう？
人間の身体は、約 兆個の細胞からできています。そ

の 兆個のうち、 日数千億個の細胞が死に、減った分
だけの細胞を細胞分裂によって補っています。その時、
同じ細胞になるよう間違えないように正確に が
コピーされますが、時々、コピーを間違えてしまうこと
があります。そのミスコピ─は 日 千個くらいおこり
ますが、そのほとんどを免疫細胞であるリンパ球がやっ
つけてくれます。それでも、生き残ったのが、がん細胞
です。
がん細胞は、死ぬことができません。どんどん、増え
続けます。
個の細胞が 個に、 個が 個に、 個が 個に、

個が 個に．．．と、倍々に増えます。検査で見つかる
早期発見といわれるがんの大きさは ですが、ここま
で成長するまでには 年かかります。そして、がん
細胞が になると人間も生きていられなくなり、その
人がなくなる時が、がん細胞も死ぬ時となります。
がんにならないためには、食生活に気をつけたり、過
度の飲酒を控える、禁煙をする等々いわれていますが、
すべてに気を付けても、がんにならないとは限りません。
そのため、できてしまったがんは、早く見つけて、早
く退治することが大切な命を守るためには必要です。

大崎上島町では、 月にがん検診を実施していますが、
月にもがん検診と特定健診を実施します。日程は表
のとおりです。 月に受診していない方は、この機会に
是非、受診してください。
申込みは、全戸配布する申込用紙で行ってください。
尚、 月に受診された方は、対象となりません。また、
クーポン券をお持ちの方は、 月の集団検診か、指定の
医療機関で有効期限内に、早めに検診を受けてください。

受付時間 検診内容

月 日
大崎上島開発総合センター

時 時
特定・胃・肺・
乳・子宮・大腸

時 分 時 乳・子宮・大腸

月 日
東野保健福祉センター

時 時
特定・胃・肺・
乳・子宮・大腸

時 分 時 乳・子宮・大腸

受付時間 検診内容

月 日
大崎上島開発総合センター

月 日
東野保健福祉センター



消費者トラブルを解決する という業者には注意！消費者トラブルを解決する という業者には注意！

一人ひとりが防犯意識を高め、犯罪が発生する環境をなくそう！
日本一“安全・安心な大崎上島町の実現”

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

【事例】
無料 のアダルトサイトをちょっと見ようとクリックしたら、いきなり 万円を請求された。心配に

なってネットで調べた探偵業者に電話で相談したら、解決に 万円くらいかかると言
われ、ネットで申し込みました。翌日、電話で退会の方法を説明され、そのとおりに
しましたが、うまくいきませんでした。どうすればよいでしょうか。（ 歳代 男性）
【アドバイス】
相談者には今回のアダルトサイトの請求は不当請求であるので、無視すればよいことを

生活センターから説明しました。探偵業者への調査申込みも不要だったことを話し、契約解除してはどうかと
助言しました。その後、相談者から連絡があり、 探偵業者は調査に着手しているので、 円は振り込む
ようにと言っている。 ということでした。生活センターから業者に連絡し、調査等は不要だったことや解約
したいという相談者の意向を伝えたところ、無条件で解約になりました。
全国的にも 消費者トラブル解決 をうたう探偵業者等の相談が増えています。事例の他にも 出会い系サ

イト業者から被害金を取り戻す。 とか、 未公開株の被害を取り戻す。 と言って勧誘してくる業者もいます。
しかし、消費者トラブルを解決すると説明され業者に費用を払っても、まったく解決せず、すぐに弁護

士や司法書士などを紹介されるケースもあります。
消費者トラブルを解決する。 等、簡単に解決できると思わせる広告や説明を鵜呑みにして契約しな

いでください。探偵業法上の届出を行っている正規の探偵業者であっても、 返金請求 や 解約交渉
等の権限が与えられるものではありません。

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

消費生活相談窓口消費生活相談窓口

平成 年 月 日 から 月 日 の 日間は 全国地域安全運動 となります。一人ひとりが防犯意識を高め、
“犯罪の機会をなくす、犯罪が発生する環境をなくす”という新たな視点に立ち、犯罪のない日本一安全・安心な
大崎上島町にしましょう。

【
地
域
安
全
運
動
の
運
動
重
点
】

【
地
域
安
全
運
動
の
運
動
重
点
】

子どもと女性の犯罪被害防止
・子どもに夜間の外出をさせない
・子どもが外出するときは、外出先等を必ず聞いておく
・女性に夜道の一人歩きをさせない
住宅を対象とする侵入犯罪の防止
・外出するとき確実に施錠をする
・センサーライト等の防犯設備を活用する
万引き・自転車盗の防止
・店舗では防犯カメラ等を設置し、犯罪を起こさせないようにする
・自転車は鍵を 個つける（ツーロック）などして盗難防止する
特殊詐欺被害の防止
・普段から家族と連絡を取っておき、なりすまし詐欺を見抜けるようにしておく
・お金を振り込むときは、一人で決めず家族に必ず相談する

月 日は
【減らそう犯罪の日】です
平成 年から 犯罪をな

くす という新たな視点で
県民・各種団体が連携した
安全・安心なまちづくり
安全・安心をもたらす警
察活動 を柱に【 なくそ
う犯罪 ひろしま新アク
ションプラン 犯罪の起こ
らない社会へ】という運動
を広げています。

月 日は
【減らそう犯罪の日】です
平成 年から 犯罪をな

くす という新たな視点で
県民・各種団体が連携した
安全・安心なまちづくり
安全・安心をもたらす警
察活動 を柱に【 なくそ
う犯罪 ひろしま新アク
ションプラン 犯罪の起こ
らない社会へ】という運動
を広げています。



番
通
報
要
領
を
確
認
く
だ
さ
い

火
事
や
救
急
・
救
助
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
局
番
な
し
の

番

で
す
。

も
し
も
の
時
に
あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て

次
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・
火
事
か
救
急
か

・
正
確
な
住
所

町
名
・
番
地
・
世
帯
主
名
・
建
物
名

称
・
部
屋
番
号
・
近
く
の
目
標
物
な
ど
。

・
詳
し
い
状
況

何
が
ど
の
よ
う
に
燃
え
て
い
る
か
。

患
者
の
人
数
・
年
齢
・
性
別
・
状
態

な
ど
。

・
あ
な
た
の
名
前
・
電
話
番
号

番
は
災
害
専
用
の
回
線
で
す
。
当

番
医
な
ど
の
問
合
せ
に
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
消
防
局
指
令
課

は
し
ご
車
消
防
車
救
急
車
を
描
こ
う

東
広
島
運
動
公
園
前
広
場
で
消
防
写
生
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

月

日

時

時

持
参
す
る
も
の

画
材
一
式

（
絵
具
・
筆
・
ク
レ
ヨ
ン
・
画
板
等
）

画
用
紙
は
当
日
配
布
し
ま
す
。

問
消
防
局
予
防
課

問問

ひ
ろ
し
ま
空
の
日

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
開
催
し
ま
す

日
時

月

日

時

時

場
所

広
島
空
港
及
び
周
辺
施
設

【
無
料
駐
車
場
約

台
あ
り
ま
す
。】

【
お
も
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大
会

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
ア
ト
リ
ウ
ム

イ
ベ
ン
ト
会
場
）、
三
景
園
、
広
島
エ
ア

ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ

ガ
ー
デ
ン
、
中
央
森
林
公
園
セ
ン
タ
ー
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。

参
加
者
に
は
抽
選
で
地
元
特
産
品
ま
た

は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

受
け
付
け

時

ア
ト
リ
ウ
ム
イ
ベ
ン

ト
会
場

定

員

人（
当
日
受
け
付
け
順
）

参
加
費

無
料

ア
ト
リ
ウ
ム
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
中
庭
）

イ
ベ
ン
ト

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

伝
統
芸
能
披
露

麻
薬
探
知
犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ン
ゴ
大
会

臨
空
広
域
市
町
ク
イ
ズ
大
会

な
ど

・
航
空
会
社
子
ど
も
用
制
服
着
せ
替
え
コ
ー
ナ
ー

・
韓
国
民
族
衣
装
着
せ
替
え
コ
ー
ナ
ー

・
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験

・
航
空
会
社
、
空
港
内
官
庁

な
ど

空
港
施
設
内
の
イ
ベ
ン
ト

・
見
学
送
迎
デ
ッ
キ
無
料
開
放

臨
空
広
域
物
産
販
売
（
ア
ト
リ
ウ
ム
イ
ベ

ン
ト
会
場
）

空
港
周
辺
地
域
の
特
産
品
・
軽
食
な
ど

を
販
売

広
島
県
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
見
学
会

フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
ガ
ー
デ
ン

オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ひ
ろ
し
ま
空
の
日

ふ
れ
あ
い
秋
ま

つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
ひ
ろ
し
ま
空
の
日

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
三
原
市
総
務
企
画
部
政
策
企
画
課
内
）

広
島
県
の
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
し
た

広
島
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
事
業
所
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

年
齢

性
別

雇
用
形
態
（
常
時

臨
時

パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
等
）、
支
払
形
態
（
月

給
日
給
時
給
等
）
の

別
を
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
特
定
の
産
業

で
働
く
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
広
島
県
最
低
賃

金
よ
り
も
金
額
の
高
い

産
業
別
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問

最
低
賃
金
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
広
島

県
労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
広
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

三
原
労
働
基
準
監
督
署

問

【【
地地
域域
安安
全全
運運
動動
のの
運運
動動
重重
点点
】】

広島県最低賃金は
平成 年 月 日から、

時間額 円です。

広島県最低賃金は
平成 年 月 日から、

時間額 円です。

ご存知ですか？労働委員会 雇用のトラブル まず相談
解雇、賃金切下げ、配置転換、団交拒否 など

広島県労働委員会では、公益委員、労働者委員、使用者委員の三者構成により、
公平な立場で労使紛争（労働組合・労働者個人と事業主との紛争）の円満な解決
をお手伝いします。
ご利用は無料、秘密は厳守ですので、お気軽にご相談ください。
問広島県労働委員会事務局（県庁東館 階）

ご存知ですか？労働委員会 雇用のトラブル まず相談
解雇、賃金切下げ、配置転換、団交拒否 など解雇、賃金切下げ、配置転換、団交拒否 など

問

広島県



子
供
手
当
が
変
わ
り
ま
す

月
か
ら
の
支
給
額
が
、
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。

手
当
の
月
額
（
平
成

年

月
分

平
成

年

月
分
）

・

歳

歳
未
満

円

（
一
律
）

・

歳

小
学
校
修
了
前

円

（
第

子
以
降
は

円
）

・
中

学

生

円

（
一
律
）

月
分

月
分
の
手
当
は
平
成

年

月
に
、

月
・

月
分
の
手
当
は
平

成

年

月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す

月
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、支
給
対
象
と
な
る
方

か
ど
う
か
審
査
し
ま
す
の
で
、こ
れ
ま

で
受
け
取
っ
て
い
た
方
も
含
め
、対
象

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ
て
の
方
は
、

役
場
へ
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
）

申
請
の
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

後
日
、
町
か
ら
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

問
福
祉
課

土
地
価
格
、
ご
存
知
で
す
か

広
島
県
で
は
、
平
成

年
地
価
調
査
基
準

地
価
格
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
価
公
示
法
に
基
づ
く
公
示
価

格
と
同
様
に
、
公
共
工
事
及
び
一
般
の
土
地

申
請
が
必
要
で
す

月
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、支
給
対
象
と
な
る
方

か
ど
う
か
審
査
し
ま
す
の
で
、こ
れ
ま

で
受
け
取
っ
て
い
た
方
も
含
め
、対
象

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ
て
の
方
は
、

役
場
へ
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
）

申
請
の
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

後
日
、
町
か
ら
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

問

取
引
を
行
う
場
合
の
指
標
と
な
る
も
の
で
す
。

閲
覧
場
所

役
場
本
庁

税
務
課

大
崎
支
所
・
木
江
支
所

各
地
域
振
興
課

ま
た
、
広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
企
画
課

果
樹
共
済
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い

果
樹
共
済
の
被
害
申
告
を
受
付
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
収
穫
前
に

損
害
通
知
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

半
相
殺
減
収
総
合
一
般
方
式

割
以
上
の
収
穫
量
の
減
収
が
見

込
ま
れ
る
方

災
害
収
入
共
済
方
式

収
穫
量
の
減
収
が
あ
り

割
以
上

の
収
入
減
が
見
込
ま
れ
る
方

被
害
調
査
後
に
被
害
が
進
行
し

た
場
合
は
再
評
価
し
ま
す
の
で
、
そ

の
都
度
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
後
の
被
害
調
査
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

被
害
申
告
受
付
日
程

普
通
う
ん
し
ゅ
う

い
よ
か
ん
・
指
定
か
ん
き
つ

月
中
旬
か

ら
随
時

提
出
期
日

遅
く
と
も
収
穫
の

週
間
前

ま
で
に
は
提
出
又
は
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
連

南
部
竹
原
支
所

半
相
殺
減
収
総
合
一
般
方
式

割
以
上
の
収
穫
量
の
減
収
が
見

込
ま
れ
る
方

災
害
収
入
共
済
方
式

収
穫
量
の
減
収
が
あ
り

割
以
上

の
収
入
減
が
見
込
ま
れ
る
方

被
害
調
査
後
に
被
害
が
進
行
し

た
場
合
は
再
評
価
し
ま
す
の
で
、
そ

の
都
度
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
後
の
被
害
調
査
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問問
連

乳
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

も
う
使
わ
れ
ま
し
た
か

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
、
早
く
見
つ
け

て
、
早
く
治
療
し
、
が
ん
死
亡
を
減
ら
す
目

的
で
、

年
前
か
ら
一
定
の
年
齢
の
方
を
対

象
に
、
全
国
的
に
、
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、

多
く
の
方
に
が
ん
検
診
を
受
け
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
者
に
は
、

月
下
旬
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
、
使
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
次
の
と
お

り
検
診
が
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
を
逃

さ
ず
、
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ

い
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
い
方

集
団
検
診
か
個
別
検
診
か
を
選
び
保
健
衛

生
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

集
団
検
診
の
場
合

ヘ
ル
シ
ー
愛
ラ
ン
ド

こ
ん
に
ち
は
、

保
健
師
で
す
。

の
コ
ー
ナ
ー
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

個
別
検
診
の
場
合

受
付
期
間

月

日

ま
で

検
診
期
間

月

日

ま
で

乳
が
ん
実
施
医
療
機
関

か
わ
の
医
院

竹
原
市
竹
原
町

子
宮
が
ん
実
施
医
療
機
関

田
村
医
院

山
下
産
婦
人
科
内
科
医
院

竹
原
市
中
央

丁
目

保
健
衛
生
課
か
ら
、
問
診
票
を
送
り
ま
す
。

（
集
団
検
診
と
個
別
検
診
で
は
問
診
票
が
異

な
り
ま
す
。）

個
別
検
診
の
場
合
は
、
希
望
す
る
医
療
機

関
に
予
約
の
電
話
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ク
ー
ポ

ン
券
と
問
診
票
を
ご
持
参
の
上
、
検
診
を

受
け
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
別
検
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

期
限
内
に
予
約
が
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課

問

子宮頸がん検診無料クーポン券対象者
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生

乳がん検診無料クーポン券対象者
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生
歳 年 月 日 年 月 日生

子宮頸がん検診無料クーポン券対象者

乳がん検診無料クーポン券対象者



公
共
下
水
道
事
業
に
よ
り

公
共
ま
す
を
設
置
さ
れ
た
皆
様
へ

公
共
下
水
道
工
事
に
お
い
て
公
共
ま
す

の
設
置
に
同
意
さ
れ
設
置
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
は
、
供
用
開
始
日
（
各
家
庭
か
ら
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
が
可
能
と
な
っ
た
日
）
か
ら

年
以
内
に
宅
内
の
排
水
設
備
工
事
を
行
い

下
水
道
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
宅
内
の
排
水
設
備
工
事
の
施
工

は
町
の
指
定
工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す
。
施

工
に
あ
た
っ
て
は
、
町
へ
排
水
設
備
計
画
等

の
確
認
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
排

水
設
備
工
事
が
完
了
し
ま
す
と
下
水
道
使
用

料
が
必
要
で
す
。

な
お
、
分
担
金
（
公
共
ま
す

個
に
つ
き

万
円
）
納
入
が
未
だ
済
ま
れ
て
な
い
方
は

請
求
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
例
】
平
成

年
度
中
に
下
水
道
工
事
に
よ

り

公
共
ま
す

を
設
置
し
た
場
合

供
用
開
始
日

平
成

年

月

日

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

平
成

年

月

日
ま
で

問
上
下
水
道
課
下
水
係

和
楽
器
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

あ
い
お
い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

琴
や
尺
八
な
ど
和
楽
器
だ
け
で
編
成
さ
れ

た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。
地
元
オ
レ
ン
ジ

コ
ー
ラ
ス
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

日

時

月

日

時

分

場

所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
神
峰

問

全
席
自
由

大
人

円

中
学
生
以
下
無
料

（

入
場
券
が
必
要
で
す
。）

チ
ケ
ッ
ト
・
入
場
券

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
木

江
・
東
野
公
民
館
で
発
売
・
配
布
中

問
大
崎
上
島
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

に
つ
い
て

大
崎
上
島
町
で
は
、

歳
以
上
の
方
及
び

歳
以
上

歳
未
満
の
一
部
の
方
に
対
し
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
医
療
機
関

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

予
約
期
間

月

日

ま
で

対
象
と
な
る
方
と
予
約
方
法

・
接
種
日
当
日
で

歳
以
上
の
方
は
接
種

を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
接
種
日
当
日
で

歳
以
上

歳
未
満
の
方

で
心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
の
機
能
、お
よ

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

級
相
当
）は
、保
健
衛
生
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

料

金

円
（
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
無
料
で
す
。（
被
保
護
者
証
明
書

を
医
療
機
関
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）

問
保
健
衛
生
課

問問

自
分
の
出
す
ご
み
に
最
後
ま
で

責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
ご
み
の
種
類
ご

と
に
専
用
の
容
器
を
設
け
て
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
の
容
器
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ご
み
が

混
ざ
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
見
か
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
写
真
の
よ
う

に
、
可
燃
ご
み
と
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
）
が
一
緒
に
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
一
度
ご
み
の
分
別
区
分
を
確
認
し
、
指

定
さ
れ
た
専
用
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
集
日
が
守
ら
れ
て
お
ら
ず
早
く

か
ら
出
さ
れ
て
あ
る
ご
み
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
収
集
日
の
朝

時
ま
で
に
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
収
集
日
は

ご
み
排
出
日
カ
レ
ン

ダ
ー

を
、
分
別
に
つ
い
て
は

ご
み
分
別

ガ
イ
ド

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
い
ず
れ
も
役
場

各
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課

問

資源ごみ（ペットボトル、硬質プラスチック類）について

ペットボトル 黄色のコンテナ

のマーク（ラベルに表示）がある透
明のもの

・中をきれいに洗って、押しつぶしてから入れてください。
・ラベルとキャップは可燃ごみです、必ずはずしてください。
・汚れているものや色つきのものは、可燃ごみとして扱います。

硬質プラスチック類 青色のコンテナ
例 バケツ、プランタ、発砲スチロール、
洗面器など

・金属類がついているものは、その部分をはずしてください。
・汚れているものはきれいに洗ってください。

卵や豆腐のパック、食品トレイ、マヨネーズの容器などは、
可燃ごみとして出してください。

ペットボトル 黄色のコンテナ

硬質プラスチック類 青色のコンテナ



免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、

満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
に
は
、
全

額
免
除
、

分
の

免
除
、
半
額
免
除
、
そ

し
て

分
の

免
除
の

つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
免
除
期
間
は
、
老
齢
・
障

害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
に
つ
い
て
、
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
を
み
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
期
間
と
同
じ
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
と
年
金
額
は
減
額

し
か
し
、
保
険
料
免
除
期
間
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
う
え
で
は
、

免
除
の
種
類
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶

予
に
よ
っ
て
全
額
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、

資
格
期
間
に
は
反
映
さ
れ
て
も
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
カ
ラ
期
間

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

年
以
内
に
追
納
を

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間
や
納
付
を
猶

予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

年
以
内
で

あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し
て
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
で
き
る
期
間
の
順
序
は
、
原
則
と
し

て
先
に
経
過
し
た
月
か
ら
順
次
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
納
付
特
例
期
間
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
よ
り
も
前
に
保

険
料
免
除
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
ど
ち
ら

を
優
先
し
て
納
め
る
か
を
本
人
が
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
と

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
と
は
同
順
位
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

追
納
す
る
保
険
料
額
は
、
免
除
や
猶
予
さ

れ
た
当
時
の
保
険
料
月
額
に
経
過
期
間
を
応

じ
て
決
め
ら
れ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成

年
度
お
よ
び
平
成

年
度
中

の
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の
加
算
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
追
納
し
た
月
に
つ
い
て
は
、
追
納

し
た
そ
の
日
に
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
、
基
礎
年
金
等
の
受
給
資
格
期

間
や
年
金
額
等
の
計
算
に
お
い
て
は
、
保
険

料
納
付
済
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

保
険
料
を
追
納
す
る
た
め
の
納
付
書
の
発

行
に
は
申
込
み
が
必
要
に
な
り
、
国
民
年

金
保
険
料
追
納
申
込
書

を
年
金
事
務
所
長

に
提
出
し
ま
す
。
こ
の

申
込
書

に
は
、

自
分
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
期
間
を
確

認
し
て
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
確
認
や
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

追
納
の
申
込
み
を
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
、

通
知
書
と
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
追

納
は
先
に
経
過
し
た
古
い
月
の
分
か
ら
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
誤
っ
て
新
し
い

月
の
分
を
納
め
た
場
合
に
は
保
険
料
が
還
付

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
期
限
ま
で
に
追
納
を
し
な
い
と
、
納
め

た
保
険
料
は
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
三
原
年
金
事
務
所

大
崎
上
島
町
役
場

住
民
課

大
崎
支
所

木
江
支
所

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

月

日

日

は
行
政
相
談
週
間

で
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
行
政
に
関

し
て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

大
崎
上
島
町
で
は
、
行
政
相
談
週
間

中

に
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
行
政
相
談
委
員

藤
原
末
之
・
蒔
田

弘
・
中
石
絹
代

問

日

時月

日

時

時

役
場
木
江
支
所

階
第

会
議
室

月

日

時

時

役
場
本
庁

階
会
議
室

月

日

時

時

大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

問
総
務
課

ま
た
、
中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
で
も
、

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

﹇
行
政
苦
情

番
﹈

家
屋
を
新
築
増
築
等
さ
れ
た
方
へ

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
、
翌
年
度

か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
税
務

課
職
員
（
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
を
提
示

し
ま
す
）
が
、
評
価
額
算
出
の
た
め
調
査
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
の
よ
い
日
時
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
や
、

土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
法
務
局
の
建
物
登
記
簿
に
登
記
さ
れ

て
い
な
い
家
屋
（
未
登
記
家
屋
）
を
所
有
権

移
転
（
売
買
・
相
続
・
贈
与
等
）
し
た
場
合

や
、
納
税
義
務
者
・
納
税
管
理
人
の
方
が
死

亡
等
に
よ
り
、
変
更
の
必
要
の
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

問問

保険料を全額納めたときを とした時の年金額

平成 年 月以前 平成 年 月以降

全額免除

免除

半額免除

免除

平成 年 月以前 平成 年 月以降

全額免除

免除

半額免除

免除



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

日 町民体育大会

日 日吉神社秋季大祭

水 断酒会 東野保健福祉センター

木 健康相談 木江会館 （受付）

日 健康福祉まつり 木江保健福祉センター

木 暮らしの相談所 東野保健福祉センター

土 大崎上島町文化祭（ 日）

日
第 回青梅祭 大崎上島中学校

絵本読みかたり 情報プラザ・エル

土
和楽器オーケストラ あいおい コンサート 大崎上島文化センター ホール 神峰

開場

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日
受付時間
診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日
・ ・ ・

馬場病院
・ ・

安田病院

（注）事前にお電話を

月の納税・納期限は 月 日

町 県 民 税（第 期）
国 民 健 康 保 険 税（第 期）
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（第 期）

期間内の納付に ご協力を
（口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。）
納期限までに納付確認できない場合は、督促状を発送
します。問税務課（本庁）

月の納税・納期限は 月 日

問

【竹原税務署からのお知らせ】
竹原税務署では、相続、贈与・譲渡所得に関する
相談を実施しています。
月の相談日は、 月 日 です。相談には予約

が必要です。事前に電話でご予約ください。
予約申込・問い合わせ先
竹原税務署
相談予約は、音声ガイダンスに従い、
を押してください。

小児救急医療相談電話（こども救急電話相談）をご存知ですか
夜間に子どもが急病になったときに、
・すぐに受診させたほうがよいか
・翌朝まで待ってもよいか
判断に迷いがちです。
そんな時には、まずはこちらで相談してください。 問保健衛生課問

寺元医院

ときや内科

射場医院
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